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税金のあらましを知りましょう

松 茂 町 表 彰 式

 明るく住みよい社会をめざして

まつしげ人形劇フェスティバル

11月1日現在の人口と世帯数

※増減数は、転出取消・世帯分離等により合わない場合があります。（住民基本台帳より）
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★ 税金のあらましを知りましょう ★

いろいろな税金の種類(主なもの)
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みなさんが納めた税金は、公共施設や公共サービスのために使われています。
税金の使いみち（予算）は、国会や県・町の議会で、選挙によって選ばれた議員が話し合い決められます。

　※直接税とは、税金を納める義務のある人と税金を負担する人が同じである税金をいいます。
　※間接税とは、税金を負担するのは品物を買った人ですが、税金を納めるのは品物を売った人というような形式を
　　とる税金をいいます。
★印の税金は、松茂町が課税し、その税収が町の財政となっているものです。
例えば、町内のお店でたばこを購入するとそのたばこにかかる税金は松茂町の税収となります。また、町内に登録さ
れた軽自動車や１２５ｃｃ以下のバイク等にかかる軽自動車税も松茂町の税収となります。

税金は、国に納める税金（国税）と県や町に納める税金（地方税）に区分されます。主な税金の種類は次のとおりです。

 [税務課]  699-8715

所   得 　 税 個人の１年間の利益（所得）に対してかかります。 
法 　 人 　 税 会社や協同組合などの法人の利益（所得）に対してかかります。
相 　 続 　 税 お金などの財産を相続したときにかかります。
贈     与   　税 個人からお金などの財産をもらったときにかかります。

地 方 消 費 税 品物を買ったり、サービスの提供を受けたときにかかります。

県 た ば こ 税 たばこの製造者などが、小売販売業者に売り渡したたばこの本数に応じ              
てかかります。

ゴルフ場利用税 ゴルフ場を利用した時にかかります。
軽 油 取 引 税 軽油の引取りをした容量に応じてかかります。

★町   民   税 道府県民税とあわせて、一般に住民税と呼ばれるもので、法人と個人
は等しく負担するほか、それぞれの利益（所得）に対してかかります。

★固定資産税 土地や家屋、事業に使う機械などを所有している場合にかかります。
★軽自動車税 原動機付き自転車や軽自動車などを所有しているときにかかります。
★国 民 健 康
  保 険 税

国民健康保険に要する費用にあてるため、国民健康保険の被保
険者である世帯主にかかります。

県 　 民 　 税 市町村民税とあわせて、一般に住民税と呼ばれるもので、法人と個人は              
等しく負担するほか、それぞれの利益（所得）に対してかかります。

事 　 業 　 税 個人、法人ともに事業を営んでいるときに、その利益（所得）又は収入              
に対してかかります。

自 動 車 税 自動車を所有しているときにかかります。

★町たばこ税 たばこの製造者などが、小売り販売業者に売り渡したたばこの本数
に応じてかかります。

入 　 湯 　 税 温泉を利用したときにかかります。

消 　 費 　 税 品物を買ったり、サービスの提供を受けたときにかかります。
酒 　 　 　 税 清酒・ビール・ウイスキーなどを製造場から出荷した時にかかります。
揮 発 油 税 自動車のガソリンなどを製造場から出荷したときにかかります。
た ば こ 税 たばこを製造場から出荷したときにかかります。

印 　 紙 　 税 各種の契約書、領収書などのように、経済取引を行ったときに作成される文書
にかかります。
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※詳細については、各関係機関にお問い合わせ下さい。
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
○役場一般業務・・・・・・・・・・〔12月29日～1月3日〕  
　　　　　　　　　　  （総務課　 699-8710）
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
○戸籍関係　　　  （町民福祉課　 699-8713）
　・ 印鑑証明、住民票、全部・一部事項証明（戸籍謄本・抄本）
　  などの事務・・・・・・・・・・・〔12月29日～1月3日〕
　・ 死亡届・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・休み中も受付けています。
　・ その他の届け出（婚姻届・出生届など）
　　・・・・・・・・・・・２８日までに戸籍係までご相談ください。
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
○ごみの収集・・・・・・・・〔12月31日～1月4日〕  
　　　　　　　   （環境センター　 699-5934）

○町内施設など
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔12月27日～1月4日〕  
町立図書館　　　　　　　　（ 699-8722）
総合会館　　　　　　　　　（ 699-8719）　
総合体育館　　　　　　　　（ 699-5744）
第二体育館　　　　　　　　（ 699-1080）
歴史民俗資料館　　　　　　（ 699-5995）
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔12月29日～1月3日〕
保健相談センター　　　　　 （ 683-4533）
地域包括支援センター　　　 （ 683-4566）　
まつしげ保育所　　　　　　 （ 699-3160）　　
地域子育て支援センター　　 （ 699-3116）　　
松鶴苑　　　　　　　　　　 （ 699-5352）　
各児童館　　　（中央児童館　 699-6180）

年末年始の役場業務の休業、関係施設の休館などは次のとおりです。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます
～ 年末調整 ・ 確定申告まで大切に保管を！ ～

　国民年金保険料は、所得税及び住民税等の申
告において、全額が社会保険料控除の対象となり
ます。その年の１月１日から１２月３１日までに納付
した保険料が対象です。
　この社会保険料控除を受けるためには、納付し
たことを証明する書類の添付が義務付けられて
います。
　このため、平成22年1月1日から平成22年9月
30日までの間に国民年金保険料を納付された方
については、「社会保険料（国民年金保険料）控
除証明書」が１１月上旬に日本年金機構本部から
送付されていますので、年末調整や確定申告の
際には必ずこの証明書（又は領収証書）を添付し
てください。
　また、10月1日から12月31日までの間に今年は
じめて国民年金保険料を納付された方について
は、平成23年2月上旬に送付されます。
　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された
場合も、ご本人の社会保険料控除に加えること
ができますので、ご家族あてに送られた控除証明
書を添付のうえ申告してください。

Q1　「社会保険料（国民年
金保険料）控除証明書」に記
載されている月分以外の保
険料を平成22年12月31日ま
での間に納付した場合は、平
成22年分として申告できま
すか？

A1　平成22年分として申告
できます。「社会保険料（国民
年金保険料）控除証明書」に記載されている保
険料額に、後から納付した保険料額を合算して申
告してください。

国民年金係
からの
お知らせ

控除証明書専用ダイヤル （平成２３年３月１５日まで）

 　　　　　　 ０５７０-０７０-１１７
◆ＩＰ電話等の方は、

　　  ０３-６７００-１１３０にお電話ください。

徳島北年金事務所  ０８８-６５５-０９１１

 [町民福祉課]  699-8713
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―　１２月は松茂町の人権擁護委員が以下の活動を行います　―

　「世界人権宣言」は、基本的人権及び自由を尊重し確保するために、世界のすべての人々と国々とが達成するべ
き共通の基準として、昭和２３年１２月10日の第３回国連総会で採択されました。
　国連は１２月１０日を「人権デー」と定め、加盟国に対して、人権擁護活動を推進するための各種行事を実施する
よう要請しています。
　法務省及び全国人権擁護委員連合会では、１２月４日から１０日までを「人権週間」と定め、人権尊重思想の普及
高揚に努めています。
　お互いに相手の人権を尊重し、一人ひとりが人権について改めて考え、豊かな人間関係をつくりましょう！

　岡田淳作さん（豊岡）に、法務大臣より感謝状が贈られました。
　岡田さんは、平成７年から平成２２年まで、松茂町人権擁護委員
として地域の実情に応じた人権相談や啓発活動を続けてこられま
した。その長年の功績が認められ、１０月１９日に徳島地方法務局
人権擁護課長より感謝状が授与されました。
　15年の長きにわたり、大変お疲れさまでした。
これからもお元気でご活躍ください。

① 『人権啓発活動と特設人権相談所の開設』を行います
　　日時 ： １２月３日（金）　１０：００～１２：００ 町内を広報車で巡回します
　　　　　　　　　　　　１３：３０～１６：００ 特設人権相談所を開設します
　　場所 ： 松茂町総合会館 ２階 会議室２（特設人権相談所）
② 『松茂町福祉大会』で啓発物品を配布します
　　日時 ： １２月５日（日）　９：００～（イベント開始前）
　　場所 ： 松茂町総合会館 ３階
③ 『松茂町人権について考える親子のつどい』で啓発物品を配布します
　　日時 ： １２月１０日（金）　１８：００～（イベント開始前）
　　場所 ： 松茂町総合会館 ３階

みんなで築こう　人権の世紀
～考えよう　相手の気持ち　育てよう　思いやりの心～

岡田　淳作さん（76歳） 

12月4日から10日まで「第62回人権週間」です

 [お問い合わせ]  町民福祉課   699-8713

 [町民福祉課]  699-8713

法務大臣感謝状
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保 育 所 入 所 受 付 の ご 案 内平 成
23 年度
平成２３年４月から保育所に入所を希望される方は、入所申込書に必要書類を添
えて提出してください。（申請書類等は各保育所または町民福祉課にあります）

○受付期間　１２月１日（水）～１５日（水）
○該 当 児　松茂町に在住し、住民基本台帳に記載された保育に欠け
　　　　　　る乳幼児
○実施保育所　・ まつしげ保育所　　　　１歳～４歳未満児
　　　　　　　・ みどり保育園　　　　　２ヶ月～５歳未満児
　　　　　　　・ 松茂ひまわり保育園　　２ヶ月～４歳未満児
　　　　　　　・ きらら保育園　　　　　２ヶ月～就学前
　　　　　　　　　　＊年齢は平成２３年４月１日現在です。
○添付書類　・ 家庭状況申告書および保育料納付に関する誓約書
　　　　　　　　　　＊以下は後日提出してください。
　　　　　　・ 平成２２年中の源泉徴収票または、確定申告書の写し。
　　　　　　・ 平成２２年分所得の修正申告等をされる方は、所得
　　　　　　  申告書の写し
　　　　　   ・ 平成２２年１月２日以降に松茂町に転入された方は、
　　　　　　 平成２２年度の市町村民税課税証明書（前住所地の市
　　　　　　　町村で証明を受け、添付してください）
　　　　　　・ その他状況に応じて提出していただくものがあります。
○提 出 先　各保育所または町民福祉課

 [お問い合わせ]  町民福祉課   699-8713

　住民の方の利便性向上のため、本人確認書類として利用できる「写真
付き住民基本台帳カード」について、新規で作成される方に限り、期間限
定で、通常500円の交付手数料を無料にいたします。

写真付き住民基本台帳カードの交付手数料が

無料になります！

【申 請 窓 口】
【無料交付期間】
【有 効 期 間】
【用意するもの】

松茂町　町民福祉課
平成22年4月1日～平成23年3月31日までの1年間
１０年間
①本人確認出来る証明書
　A.顔写真付きのもの…運転免許証・パスポートなど1点
　B.顔写真の無いもの…健康保険証・年金手帳など２点以上
　（Bの場合は、郵送による本人照会もおこないます）
②印鑑（スタンプ印は不可）
③顔写真１枚

（4.5㎝×3.5㎝　無帽・無背景6ヶ月以内に撮影したもの）

＊無料になるのは顔写真付き住基カードのみです。
＊既にカードをお持ちの方が、カードの紛失・破損等により再交付を申請され

る場合は、有料となります。
＊カードの受け取りは、10日～ 2週間後、交付通知が届いてから窓口まで
  お越し下さい。
　また、e

イータックス

-tax など電子申請に必要な電子証明書の発行にも利用できます。

[町民福祉課]   　６９９-８７１3

[ お問い合せ] 
教育委員会 社会教育課  ６９９-８７１9

新規
限定

詳しいことや、ご不明な点は、町民福祉課までお問い合わせ下さい。

（イメージ）

松茂町
人権について考える

親子の集い

【日　時】　１２月１０日（金）
　　　　　受付１８：００
　　　　　開会１８：３０～

【場　所】　松茂町総合会館　３階
　　　　　多目的ホール

【内　容】
◆人権に関する意見発表
　　　　　　（町内小・中学生代表）
◆講演

「よく生き合うということ
 ～人権問題を考えるために～」

　講師　藤
ふじ

田
た

　敬
けい

一
いち

さん 
　　　　　（岐阜県人権懇話会会長・
　　　　　　　　  元岐阜大学教授）

　１９３９年、京都市生まれ。月刊誌『こ
ぺる』編集人。学生時代、京都や大阪
の被差別部落に出かけて部落問題を
学ぶ。中国近代史の研究と教育にた
ずさわりつつ、部落問題解決のための
取り組みに関わった。現在は、小学校
１年生から９６歳の人にまで「よく生き
合おう」と語りかける講演活動で各地
を飛びまわっている。著者・共著に『同
和はこわい考』『「部落民」とは何か』
などを出版。「現在は、部落問題の解
決のためにも豊かな人権感覚の広が
りと深まり、”響き合い・重なり合う”感
性、人間らしい人と人との出会いとつ
ながりが不可欠と訴えつづけている。
講演のほか、執筆と編集活動に専念
し、最近では小中高の生徒たちに話を
させてもらう機会も増えた。それが楽
しくてしかたがない。」（本人談）
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「人と人をしっかりつなぐ絆、温もりが感じられる絆」が
ありま

す！明るく住みよい社会には

明るく住みよい社会をめざして
No.
89

　ＮＨＫ朝の連続テレビ小説「てっぱん」、視聴者に大変好評で高視聴率が続いて
います。前作「ゲゲゲの女房」も人気が高かったですが、視聴者にとってドラマは、
人生の寄せる波は高いほど、吹く風は強いほどおもしろいということでしょう。

[教育委員会社会教育課]　  ６９９-８７１９
kyouiku@town.matsushige.tokushima.jp

　ドラマの初回から主人公の「村上あかり」は、育
ての親とは血のつながりがないという事実が分かり、
それまで波風一つ立たなかった家庭の状況が急展開
しました。今の今まで何の疑いもなく暮らしてきた
親や兄弟姉妹と自分は、実は血の繋がりがなかった
ということになれば、たいていの人は大混乱に陥る
ことでしょう。それが日本人の民族性なのか、それ
とも人間に共通する本質的な感覚なのかは分かりま
せんが、少なくとも私たちは血の繋がりに対してひ
とかたならぬ思いを持っているようです。
　さて、最近介護や孤独死、行方不明、死亡したの
に届けがされていない等老人の問題、さらに子ども
への虐待、夫婦間の暴力（ＤＶ）等家族の問題が社
会問題にまでなっています。どれも命に関わる重大
な人権問題であり、血の繋がりのある家族の中で起
きている悲劇です。これらの事件から言えるのは、「血
の繋がりは必ずしも家族のつながりとはならない」と
いうことでしょうか。確かに歴史上、親兄弟が骨肉
の争いをした時代もありました。けれどもそれは戦
国時代や封建時代の話。一人ひとりが人として大切
にされなければならないとされる現代で起こって
いることが、非常に残念でなりません。
　現実の夫婦間に血の繋がりはありません。しかも、
親子兄弟姉妹が全く血液型が違う事もあります。結
局のところ、家族っていったい何なんでしょうねえ。

「ほっといてくれと言われても、ほっとけんのが家族
というもんや」という台詞（せりふ）が、ドラマの
中に何度か出てきます。このドラマの原作者は、「血
のつながりを越える情のつながりこそが家族の絆
である」と訴えている気がしてなりません。
　老人の問題は無縁社会への警鐘、児童虐待は我が
子へ注ぐ愛情のはき違え、配偶者間のＤＶは夫婦の

絆の断絶と捉えれば、私たちが今取り戻さなければ
ならないものは何なのかが見えてくる気がします。
　明るく住みよい社会には、人と人をしっかりつ
なぐ絆、温もりが感じられる絆があります。最も
身近な人とのつながりを大切にする社会だからこ
そ人権が大切にされる社会ではないでしょうか。
　朝の連続ドラマから教えられることは、まさに
このことだと思います。

●放送日程
　　 ＊総　　合【月～土】８：００　再放送【月～土】１２：４５
　　 ＊衛星第２【月～土】７：４５　再放送【月～土】１９：３０
　　　　　　　　　　　       再放送【土】９：３０（１週間分）

＊デジタル衛星ハイビジョン【月～土】７：３０
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　健康保険課では、昨年に引き
続き、被保険者の方が一年を通
じて健康作りにご留意くださる
よう、「平成２３年版、健康カレ
ンダー（見開きＢ３判）」を作成
しました。
　ご希望の方は、健康保険課
窓口までお越しください。ただ
し、先着400名までとなります。

● 配布対象世帯
　　松茂町の国保または後期
　高齢者医療制度に加入され
　ている世帯

● 配布期間
　　１２月１日（水）から（配布
　数がなくなり次第、終了させ
　ていただきます。）

～ 健康保険課からのお知らせ ～

 [お問い合わせ]  健康保険課   699-8712

 [企画財政課]  699-8711

増ま
す

矢や　
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０
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旭
日
双
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を
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章
さ
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ま
し
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。

　

父 

基
之
さ
ん
が
中
国
山
西
省
運
城
陸
軍

病
院
に
お
い
て
戦
没
さ
れ
、遺
族
と
な
ら
れ
ま
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た
。

　

当
時
４
歳
で
、父
の
記
憶
は
な
く
写
真
で
し

か
見
た
こ
と
が
な
い
と
、話
さ
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た
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矢
さ
ん
。

　

昭
和
37
年
に
松
茂
町
遺
族
会
の
理
事
に

就
任
し
、
以
来
48
年
間
、
英
霊
の
顕
彰
や

戦
没
者
遺
族
の
福
利
増
進
等
、平
和
日
本

の
建
設
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
も
徳
島
県
遺
族
会
な
ら
び
に
財
団

法
人
日
本
遺
族
会
の
役
職
を
務
め
ら
れ
、こ

れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
の
受
章
と
な
り

ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昭和45年１月～昭和５７年３月　　 徳島県遺族会青年部長
昭和４７年２月　　　　　　　　　日本遺族会青年部中央執行委員
昭和５０年１２月～昭和５７年２月　  日本遺族会青年部中央執行副委員長
平成元年３月～現在　　　　　　 徳島県遺族会会長
平成３年５月～平成１４年２月　　　日本遺族会常務理事
平成１３年４月　　　　　　　　　藍綬褒章受章
平成１４年２月～現在　　　　　　日本遺族会副会長

旭
日
双
光
章 

受
章

き
ょ
く　
　
　

じ
つ　
　

そ
う　
　
　

こ
う　
　
　

し
ょ
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瑞

宝
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光
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ほ
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た
ん　
　
　

 

こ
う　

   　

し
ょ
う　

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

  受章された方々は、国民の生命・国土
防衛、身体及び財産を火災や災害救助
などから防御するため、永年にわたり著
しく危険性の高い業務に精励し、尽力さ
れたことなどが認められての受章となりま
した。おめでとうございます。

ー 経　歴 ー 
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松茂町長（右）に街路灯の目録を渡す、徳島支店営業部長

 [お問い合わせ]  総務課   699-8710 [総務課]  699-8710

  １０月２５日（月）、四国電力(株)徳島支店より、
ＬＥＤ街路灯を３基寄贈していただきました。今回
の寄贈は、「よんでんグループふれあい旬間」の
行事の一環として自治体を対象とした街路灯寄
贈事業によるものです。
　大切に使用させていただきます。

　秋の全国火災予防週間（１１月９日～１５日）の
初日にあたる１１月９日（火）に板野東部消防組
合消防団（第１から第５分団）が防火啓発パレー
ドを実施しました。火災が発生しやすい時季を迎
え、各分団の消防団員が火災予防を呼びかけな
がら消防車両で町内を巡回しました。
　皆さんも火災を出さないように、火の取り扱い
には十分に注意して下さい。

四国電力が
ＬＥＤ街路灯を寄贈
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広瀬町長・庄野教育長と記念写真
松茂町長賞授与

藤川祥江さん
松茂町教育長賞授与

市場亜友さん

※他市町村の入賞作品は、「徳島東部地域市町村長懇話会」のホームページ
（http://www.city.tokushima.tokushima.jp/tobuchiiki_konwakai/）でご覧いただけます。
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※保健師による健康相談
　日時：毎週火・金曜日9:00～11:30
　内容：血圧測定、尿検査他

※管理栄養士による個別栄養相談
　日時：電話予約時に相談
　内容：糖尿病・高脂血症・高血圧などの食生

活について

〈乳児健診〉
　1月19日（水）　受付9：30～11：00
　該当：平成22年5・6月、平成22年9・10月生
〈１歳６ヶ月児健康診査〉
　12月15日（水）　受付13：10～13：40
　該当：平成21年4月16日～7月15日生
〈育児教室〉　時間10：00～11：30
　12月22日（水）「離乳食講習（試食・説明）」
　  1月20日（木）「赤ちゃんの病気と事故予防について」
　該当：平成22年7月～9月生

《12・1月の主な事業》
※場所はいずれも保健相談センターです

松茂町健康づくり計画（12月の目標）

アルコール性肝疾患を減らしましょう！

健 康 相 談

乳幼児健康診査・相談・教室

保健相談センター
683-4533

〈股関節脱臼検査〉
　1月12日（水）　受付13：30～14：00
　該当：平成22年9月～11月生
〈育児相談〉　
　12月20日（月）　受付9：30～11：00
　内容：計測、保健・栄養・歯科相談
　該当：乳児から就学前の幼児

● 健康教育 ●

骨粗しょう症について
～健康で長生きするために～

日　　時　12月9日（木）　
　　　　　13：30～　
場　　所　保健相談センター
講　　師　徳島県総合健診センター
　　　　　　本田　浩仁　医師　　　
定　　員　30名程度　
申し込み締め切り　12月7日（火）

保健相談センターだより

29歳以下
30歳代
40歳代
50歳代
60歳代

70歳以上

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

ほとんど毎日飲む　　ときどき飲む　　ほとんど飲まない

これからお酒を飲む機会が増えるシーズンです。節度のある飲み方をして、人生をエンジョイしましょう！

男性は女性に比べて毎日お酒を飲む割合が高い傾向にあります。

アルコール性肝疾患を減らしましょう！

●お酒を飲む習慣がありますか？（松茂町健康に関する意識調査　H16年度より）

男

女

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

37.0％ 22.9％ 40.1％

22.4％

7.6％

70.0％
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　この申込には「とくしまネットワーク図書館」用パスワー
ドが必要です。（松茂町立図書館用パスワードでは申込で
きません。）松茂町立図書館利用カードをお持ちのうえカ
ウンターでお申し込みください。予約制限冊数が異なるな
ど、松茂町立図書館のサービスと異なる点がありますこと
をご了承のうえお申し込み、ご利用ください。

図 書 館 だより
図書館

　699-8722

日    月    火    水    木    金    土

　

5
１2
19
２6

6
１3
２0
２7

12 月のカレンダー

閉館日 マッピーとほんわかおはなし会
今月はお休みです。	

　一年の中で、「師走」（師も走
る）と言われるほど忙しい12月。
そんな生活の中に少しお役に立
つ資料を集めてみました。もちろ
んクリスマスを楽しむための資料
や大掃除に関するものなどもあ
ります。忙しい毎日ですが、図書
館にも足を運んでみてください。

　図書館エントランスで人形劇フェスティバルに関す
るパネルをみんなで作って会場を盛り上げましょう！！
◎パネルに関するお問い合わせは図書館まで
◎人形劇フェスティバルの詳しい内容、お問い合わせ
　 は12ページをご覧ください。

　あなたのご家庭に、旅行した際の観光パンフレット
は残っていませんか？比較的新しく、状態の良いもので
ご家庭で不要になったものがあれば、図書館にお持ち
下さい。図書館の資料として保存したり、また他の利用
者のかたへお持ち帰りいただく資料として収集します。

（いただいた後の資料の
管理については図書館に
一任いただきます。）

今月のクローズアップ本コーナー

●館内で読んだ本はもとの場所にかえしましょう。
　次の人が探しています。
●返却期限はお守りください。
●転出など、利用資格を失う時には、必ず図書館にご連絡ください。

年末・年始の閉館は
１２月２７日（月）から１月４日（火）までです。
年始開館は１月５日（水）です。	 		
＊ 閉館期間中、図書、雑誌のみブックポストへ
　返却できます。	

  　

　

  

図書館利用のご案内
●閉 館 日　毎週月曜日（祝日の場合は次の日）
　　　　　　毎月最終日、年末年始
●開館時間　午前 10 時から午後６時まで

貸出点数
  ・期間

図書・雑誌・紙芝居 10冊まで 2週間
雑誌の最新号は除きます。 全部で

10点
までCD・DVD 2点まで  1週間

おゆずりください！！ 「観光パンフレット」

みんなで盛り上げよう！
まつしげ人形劇フェスティバル

～１２月１８・１９日開催～

※徳島県立図書館の蔵書の取り寄せ申込が
　ネットでできるようになりました。

12月と言えば・・・・

中学生職業体験（11月16日〜18日）

お
願
い

緊張してる？

バーコードをなぞって貸出処理をする中学生

4
11
18
25
 

7
１4
２1
28

1
8
15
22
29

2
9
16
23 
30

3
10
１7
24 
31
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まつしげ人形劇フェスティバル2010まつしげ人形劇フェスティバル2010まつしげ人形劇フェスティバル2010
平成22年度文化立県とくしま推進事業助成金交付事業 

 人形劇団ごんべ（藍住町）

開催日　
会　場　  
主　催  

　

　  

開催日
会　場
主　催

「ちいさな ちいさな 大きな だいこん」「なかよし」
　◇11:00～11:30　■図書館 研修室（定員120名）
　畑にできた大きなだいこん。おじいさんが引っ張るぞ、おばあさん
も引っ張るぞ、子どもも、犬も、猫も、引っ張るぞ！

18日

 人形劇団べんべろべえ（北島町）
 “おもちゃの国からＳ・Ｏ・Ｓ”　◇12:00～12:40
　■資料館 展示室前特設会場（定員80名）
　おもちゃの国からやってきたロボットと、ちょっぴり気の弱いネコ
が、仲間とともに闘う、笑いと涙のお話です。

18日

とくしま中央一座 （徳島市）
「まんまるパン」　◇15:00～15:20
　■資料館 展示室前特設会場（定員80名）
　徳島中央高校「とくしま中央一座」です。今年初めて人形劇に
挑戦しました。部員14名、がんばりますので、ぜひご覧下さい。

18日

人形浄瑠璃ふれあい座（松茂町）

18日第１回公演 「三番叟」「傾城阿波の鳴門 順礼歌の段」
　◇10：00～10：40
18日第２回公演 「壷坂観音霊験記 内の段／山の段」
　◇13：00～13：50

19日公演 「傾城阿波の鳴門 順礼歌の段／十郎兵衛住家の段」
　◇13：00～13：50
　■いずれも、資料館の文化財展示室で開演です。
　　　　　　　　　　　　　　　  （各回定員120名）
　ふれあい座、オールキャストでがんばります！ お楽しみに。

18日
19日

人形劇団ころりん（大阪府） 
「だんだらぼっち」
　◇14:00～14:40　■図書館 研修室（定員120名）
　一つ目の大男と、村人たちの知恵くらべの昔話です。吹田市の
人形劇フェスティバルで、「金賞」を受賞しました。

18日
第３回吹田アマチュア人形劇コンクール金賞受賞作品

絵本の料理人さなえちゃん（プロ／東京都）
「ドラゴンまるのぼうけん」ほか 〔２回公演〕
　◇１公演目10:00～10:45／２公演目14:00～14:45
　■資料館 展示室前特設会場 （各回定員80名）
　この春、「シャボン玉シアター」から劇団名をあらためプロ宣言！
東京で活動していますが、ふるさとは徳島です。見にきてね。

19日

影絵劇団はなほな（松茂町）

影絵劇団はなほな

「おはなしの花、ほなさかそか！」（新作４本立て） 〔２回公演〕
　 ◇１公演目11:00～11:40／２公演目15：00～15：40
　■図書館 研修室 （各回定員120名）
　お待たせしました！ 待望の新作です！ 美馬の昔話「かさやのだい
やん」ほか、３つの絵本のお話をお楽しみに！

19日

協賛イベント 藍染めワークショップ
　 ◇１回目10:00～12:00／２回目14:00～16:00
　■資料館 体験学習室（各回定員20名）
　※料金　大　人 200円
　　　　　小学生 100円　
　かわいらしい人形や動物、クリスマス
の模様を、「型染め」という技法で、
＜藍染め＞してみましょう。

19日

影絵であそぼう 指導：ジョイホナ（プロ／松茂町）
　◇12:00～13:00　■資料館 展示室内影あそび場
　影絵を見るだけでなく、ぜひ影絵を体験してみよう。手や紙から、
いろんな影がつくれるよ。

19日

●会場ごとに定員があります。先着順です。
　※19日（日）の資料館「影絵であそぼう」は、時間中いつでも参加できます。
●開場は、原則として開演時刻の15分前です。
●ほとんどの会場は床に座って観劇します。座布団など、
　各自ご用意ください。

＜お問い合わせ＞
まつしげ人形劇フェスティバル事務局
（松茂町歴史民俗資料館・人形浄瑠璃芝居資料館内）
ホームページ http://www.joruri.jp/fes2010/　　６９９-５９９５

“てるてるアートバルーン”もやって来る！ 18日（土）15：30～

人形劇をご覧になる前に

１２月１８日（土）・１９日（日）
松茂町歴史民俗資料館、松茂町立図書館
松茂町教育委員会、まつしげ人形劇フェスティバル実行委員会

人形劇
観劇無料

土

土

土

土

土
日

日

日

日

日
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長
岸
・
豊
久
を
訪
ね
て
、
涙
さ
え
出
て

　

感
動
し
ま
し
た
。
松
茂
の
人
々
の
暖
か
さ
を    

　

感
じ
ま
し
た
。
…

か
と
丹
念
に
探
索
し
ま
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
明
治
時
代
の
面
影
は
な
く
、
土
手
に

並
ぶ
松
の
緑
だ
け
が
、「
き
っ
と
往
時
も
そ

う
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
」
と
感
じ
さ
せ

る
の
み
で
し
た
。  

　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

後
日
、
ご
質
問
者
か
ら
お
礼
状
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

祖
先
の
地
・
松
茂
町
へ
の
愛
着
と
感
謝

の
気
持
ち
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

2010.12 ● まつしげ

Ｑ
（
質
問
の
要
旨
）
私
は
北
海
道
札
幌
市
在
住
で
、
今
年
70
歳
に
な
る
者
で
す
。
若
い
こ

ろ
父
か
ら
、「
祖
父
母
は
徳
島
県
板
野
郡
松
茂
村
の
出
身
だ
っ
た
。」
と
聞
か
さ
れ
ま
し

た
。
何
か
先
祖
に
由
来
す
る
石
碑
や
古
文
書
は
遺の
こ

っ
て
お
り
ま
せ
ん
か
。（
札
幌
市・70
歳
女
性
）

Ａ
（
前
回
ま
で
の
要
旨
）
ご
質
問
者
の

お
祖じ

父い

さ
ん
と
お
祖ば

母あ

さ
ん
は
、

長
江
新
田
（
現
在
の
鳴
門
市
大
津
町
）
出

身
の
政
治
家
・
阿
部
興お
き

人と

が
設
立
し
た
「
徳

島
興
産
社
」（
北
海
道
開
拓
を
目
的
に
、
明

治
14
年
に
設
立
し
た
会
社
）
の
関
係
者
（
入

植
農
民
の
家
族
）
と
し
て
、
松
茂
か
ら
北

海
道
の
篠し
の

路ろ

（
現
在
の
札
幌
市
北
区
）
に

移
住
し
た
よ
う
で
す
。

　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

今
年
の
夏
、
ご
質
問
者
か
ら
う
れ
し
い

便
り
が
あ
り
ま
し
た
。
阿
波
踊
り
見
物
を

兼
ね
て
、
祖
父
母
の
出
身
地
・
松
茂
町
を

訪
問
す
る
と
い
う
の
で
す
。
し
か
も
、
姉
・

妹
と
連
れ
だ
っ
て
、
三
姉
妹
で
の
来
町
で

す
。

　

本
来
な
ら
ば
、
空
路
を
札
幌
（
新
千
歳

空
港
）
か
ら
松
茂
（
徳
島
阿
波
お
ど
り
空

港
）
へ
直
行
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
あ
い

に
く
阿
波
踊
り
期
間
中
の
満
席
で
、
神
戸

空
港
経
由
の
長
旅
（
計
10
時
間
ほ
ど
か
か
っ

た
と
の
こ
と
）
で
松
茂
町
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
松
茂
町
歴
史
民
俗
資
料
館
・
人
形

浄
瑠
璃
芝
居
資
料
館
で
町
の
あ
ら
ま
し
や

歴
史
を
学
び
、
そ
れ
か
ら
長
岸
の
観
音
寺
を

訪
問
で
す
。
事
前
に
住
職
夫
人
が
古
い
記
録

を
調
べ
て
く
だ
さ
り
、
ご
質
問
者
の
祖
父
・

近
藤
弥
三
郎
が
明
治
時
代
の
観
音
寺
の
檀

家
で
、
当
時
、
豊
久
新
田
（
現
在
の
松
茂

町
豊
久
）
に
あ
っ
た
農
家
の
生
ま
れ
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
弥

三
郎
の
先
祖
は
も
と
も
と
長
岸
の
出
身
で
、

江
戸
時
代
の
末
期
に
豊
久
新
田
へ
移
住
し

た
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
ご
質
問
者
の

三
姉
妹
は
、
長
旅
の
疲
れ
も
忘
れ
て
、
先

祖
の
地
を
訪
れ
た
喜
び
と
感
慨
に
ふ
け
っ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

長
岸
の
観
音
寺
の
後
は
、
豊
久
の
墓
地

を
訪
ね
ま
し
た
。
何
か
手
が
か
り
は
な
い

資
料
館
だ
よ
り

第  　

回
85

北
の
大
地
か
ら
の
質
問

―
 

ふ
る
さ
と
は「
松
茂
」、長
岸
と
豊
久
を
訪
ね
て ―

（
第
５
回〔
完
〕）長岸・観音寺にて

（右手前の方がご質問者）

TOPICS資料館トピックス
“第25回国民文化祭・

おかやま2010”に出演

 ◆◆ 阿波人形浄瑠璃芝居の定期公演は、
　　　　毎月第３土曜日の午後２時からです。◆◆

こ
の
ペ
ー
ジ
の
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
と
、
松
茂
の
歴
史
に
関
す
る
質
問
・
情
報
は
、
資

料
館
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
　 

6
9
9
・
5
9
9
5/

E
メ
ー
ル  m

a
ts

u
s
h
ig

e
@

jo
ru

ri.jp
　10月31日（日）に、岡山県美作
市で開催された第25回国民文化
祭・おかやま２０１０（文化庁、岡山
県ほか主催）の人形劇フェスティバ
ルに、松茂町の「影絵劇団はなほな」

（梅原志津江 代表、６名）が、２年
連続で徳島県代表として出演しま
した。
　阿波（徳島県）の昔話を題材にし
たユーモアあふれるストーリーと、
幻想的で美しいスクリーンに、来場のお客様は大満足の様子
でした。
　今月18日（土）・19日（日）には、資料館と図書館を会場に、

「まつしげ人形劇フェスティバル２０１０」が開催されます（くわ
しくは12ページをご覧ください）。「影絵劇団はなほな」も新
作を披露します。観覧無料です。ぜひご来場・ご観劇ください。

岡山県国文祭マスコット“ももっち”
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医療機関名曜日日 電話番号 所在地

12

　

昨
年
に
引
き
続
き
、今
年
も
開
催
し

ま
す
。

　

皆
さ
ま
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

●
日
時

　
　

12
月
18
日（
土
）・
19
日（
日
）

●
会
場　

歴
史
民
俗
資
料
館
／

　
　
　
　

図
書
館

※
詳
し
い
内
容（
当
日
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
劇
団
情
報
な
ど
）は
、

本
誌
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

解
雇
や
賃
金
未
払
い
な
ど
の

労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、

松茂町
松茂町
松茂町
藍住町
藍住町
北島町
北島町
北島町
北島町
北島町
藍住町
藍住町
北島町
北島町
北島町
北島町
北島町
板野町
藍住町
北島町
北島町
北島町
藍住町
北島町
板野町
藍住町
北島町
北島町

北島町

699-2787
699-1777
678-8585
693-1021
641-3111
698-8689
698-5157
698-8655
698-5111
698-0303
693-3020
692-5757
698-3111
698-8060
698-5500
698-6111
698-2625
672-0174
692-2317
698-8808
698-0123
698-8887
692-6111
698-0012
672-1185
692-5758
697-2221
697-2323

698-1234

谷口耳鼻咽喉科クリニック
和 ク リ ニ ッ ク
か ま だ 眼 科
杉みね整形クリニック
水 井 医 院
高田整形外科病院
三 木 ク リ ニ ッ ク
山 本 内 科 胃 腸 科
堀 口 整 形 外 科
藤 本 ク リ ニ ッ ク
増 田 ク リ ニ ッ ク
稲次整形外科病院
越 智 外 科 胃 腸 科
平 野 内 科
山 田 外 科 内 科
吉 野 川 病 院
片 山 医 院
竹 本 内 科
浜 病 院
新 居 内 科
田 根 内 科 胃 腸 科
いのもと眼科・内科
安 芸 内 科
吉田レディースクリニック
井 上 病 院
秦 産 婦 人 科 内 科
北島こどもクリニック
つかさクリニック

きたじま田岡病院

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金

夜間・休日在宅当番医表
平成２２年12月分

＊担当時間　平日　午後７時から午前０時まで 
　　　　　   休日　午前７時から午前０時まで
＊担当時間以外の深夜は、かかりつけ医または

救急病院が対応します。
＊救急病院の情報は板野東部消防組合「救急病

院問い合わせ電話」　 ６９８-９１１９へお問い合
わせ下さい。

＊当番医は都合により変更する場合があります。
また、診療科目によっては、対応できない場合
がありますので、必ず先に電話でご確認の上、
受診して下さい。

[お問い合わせ]  保健相談センター 　 ６８３-４５３３

催
し

ま
つ
し
げ

人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

 [お問い合わせ]  税務課   699-8715

　平成23年度固定資産税は平成23年1月1日の現況により、
平成23年1月1日現在の所有者に対して課税されます。

　平成22年1月2日から平成22年12月31日の期間に家屋を取り
壊した場合（一部滅失を含む）、平成23年1月31日までに家屋滅
失届を税務課まで提出して下さい。なお、届出書は税務課にあり
ますので、必要な場合にはご連絡下さい。届出書の提出に伴っ
て、現地確認をさせていただく場合もあります。また、ご不明な
点については、税務課 固定資産税係までお問い合わせ下さい。

家屋を取り壊した場合「家屋滅失届」の提出を！

相
談

駅
前
労
働
相
談
会

～固定資産税係からのお願い～

●家屋滅失申告書
●滅失日の確認できる書類（平成23年1月4日以降に申告書を提出する場合）

※相談は無料です。詳細は担当課へ

場　　所 問　合　せ内　　　　容

産業環境課
　購入した商品に不満のある方や、
悪質商法にお悩みの方はご相談く
ださい。

保健相談センター
２階　嘱託医室

 秘密は固く守られますので、ぜひ
ご相談ください。相談には、事前に
予約が必要です。

産業環境課
　699-8714

松茂町総合会館
２階　会議室２

　暮らしの中で起こるいじめや
体罰などの人権に関する相談に
応じています。

町民福祉課
　699-8713

松茂町総合会館
２階　会議室２

 行政（国・県・町など）の事業に対する
要望や苦情の相談に応じています。

総務課
　699-8710

社会福祉協議会
　699-5352

月のお知らせ
TOWN  INFORMATION

  提出書類
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住所 夫 住所 妻

名前性別両親の名前 住所

福本　陽一・香保里

保出　敏彦・明　美

居倉　克良・千絵美

田村　崇等・和　美

谷頭　憲司・輝　実

渡辺　　淳・真　弓

野田　宣彦・美智子

岩井　隆史・真　理

松 茂 町 土井　竜也 松 茂 町 和知　誠子

男の子

男の子

男の子

女の子

男の子

男の子

男の子

男の子

けい　　し

恵　士
りゅうのすけ

龍ノ佑
いつ　　き

一　樹
る　　　か

溜　花
ゆう　せい

優　青
げん　　じ

弦　士
かず　　き

和　希
ひなた

暖

笹木野

中喜来

住　吉

広　島

広　島

笹木野

広　島

広　島

ころろよろよろよおよお ろろここここおお こおおお こここころろろろよよよおおおお びびびびびびおよろこび

ご結婚おめでとう

お誕生おめでとう

解
決
の
た
め
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

ま
す
。

●
日
時
　
12
月
12
日（
日
）

　
　
　
　

13
時
～
16
時
30
分

　

受
付
／
12
時
30
分
～
16
時

●
場
所　

徳
島
東
急
イ
ン

　
　
　
　

6
階「
眉
山
」

●
相
談
員

　
弁
護
士
な
ど
県
労
働
委
員
会
委
員

●
申
込
み　

不
要
。

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、事
前
予
約
も
受
付
し
ま
す
。

【
12
月
10
日（
金
）17
時
ま
で
】

▼
問
合
せ　

 

徳
島
県
労
働
委
員
会

　
　
　
　
　

 

6
2
1
・
3
2
3
4

　

12
月
は
、
町
県
民
税（
４
期

分
）と
国
民
健
康
保
険
税（
６
期

分
）・
介
護
保
険
料（
６
期
分
）・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
５
期

分
）の
納
期
で
す
。
期
限
ま
で
に

お
近
く
の
金
融
機
関
ま
た
は
役
場

窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
納
期
限　

1
月
4
日（
火
）

▼
問
合
せ

　
町
県
民
税　

税
務
課

　
　
　
　
　

6
9
9
・
8
7
1
5

　
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　
健
康
保
険
課

　
　
　
　
　

6
9
9
・
8
7
1
2

 

　　

松
茂
町
が
参
加
す
る
徳
島
東

部
地
域
12
市
町
村
で
組
織
す
る

「
徳
島
東
部
地
域
子
育
て
支
援
推

進
協
議
会
」に
お
い
て
、
従
業
員

の
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業

を
表
彰
す
る
た
め
、対
象
と
な
る

企
業
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
企
業

　

徳
島
東
部
地
域（
徳
島
市
、小

松
島
市
、勝
浦
町
、上
勝
町
、佐
那

河
内
村
、石
井
町
、神
山
町
、松
茂

町
、北
島
町
、藍
住
町
、板
野
町
、

上
板
町
）に
本
店
ま
た
は
主
た
る

事
業
所
を
置
く
中
小
企
業（
期

間
を
定
め
雇
用
さ
れ
る
者
及
び

季
節
的
業
務
に
雇
用
さ
れ
る
者
を

除
く
、常
時
雇
用
す
る
従
業
者
の

数
が
１
０
０
人
以
下
の
も
の
）

で
、「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推

進
法
」に
定
め
る「
一
般
事
業
主

行
動
計
画
」を
策
定
し
、徳
島
労

働
局
に
届
出
を
し
、仕
事
と
子
育

て
の
両
立
支
援
を
図
る
た
め
の
職

場
環
境
の
整
備
に
、特
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
。

●
選
考

　

選
考
委
員
会
で
、応
募
企
業
の
中

か
ら
5
社
程
度
を
選
定
し
ま
す
。　

●
募
集
締
切　

12
月
15
日（
水
）

　

応
募
方
法
等
、詳
し
く
は
町
民

福
祉
課
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ

　
　
　
　

町
民
福
祉
課

　
　
　
　
　

６
９
９
・
８
７
１
３

税今月
の
納
税

来年１月は第１土曜日の回収日が変更になります！！

１日（土）

12月は4日（土）・ 11日（土）
  １月は8日（土）・ １5日（土）・紙の日・

当日の早朝から午前９時まで
布団、ぬいぐるみ、じゅうたんは「紙の日」には出せません。

●
受
付
期
間
及
び
時
間

　

平
成
23
年
1
月
11
日（
火
）～

　
　
　
　
　
　
　

  

31
日（
月
）

　

12
時
45
分
〜
18
時
45
分

●
対
象
児
童
　

　

町
内
に
在
住
し
、
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
た
平
成
23
年
度

小
学
校
1
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で

の
留
守
家
庭
児
童

●
利
用
料

　

毎
月
１ 
７
０
０
円

　
（
別
途
諸
経
費
が
必
要
で
す
）

●
申
込
先

　

町
内
各
児
童
館（
左
表
）

※
申
請
書
類
は
町
内
各
児
童
館
に

あ
り
ま
す
。

児
童
館
名

対
象
児
童

中
　
　
央
松
茂
小
学
校（
広
島
）児
童

松
　
　
茂
松
茂
小
学
校（
笹
木
野

【
八
北
は
除
く
】・
住
吉
・

豊
岡
）児
童

東
　
　
部
松
茂
小
学
校（
福
有
・
豊

久
・
満
穂
・
笹
木
野
八
北
・

向
喜
来
）児
童

喜
　
　
来
喜
来
小
学
校
児
童

長
　
　
原
長
原
小
学
校
児
童

▼
問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会　

　
　
　
　
　

６
９
９
・
５
３
５
２

，

子
育
て
支
援

　
優
良
企
業
の
表
彰

今月の相談
相　　談　　名 曜　　日 時　　間

１３時～１５時１２月２日・９日・
１６日(木)

消費者協会会員による
消費者生活相談

１４時～１６時１２月９日(木)
★要予約 弁護士による

無 料 法 律 相 談

13時30分～
　　　  16時

１２月３日(金)
人権擁護委員による
人 権 相 談

１３時３０分～
　１５時３０分１２月８日（水）

行政相談委員による
行 政 相 談

予約は、12月1日(水)の８時30分から
受け付けます。（電話で可）

▲

問合せ　産業環境課  699-8714

１5日（土）

平
成
23
年
度

児
童
館
入
館
申
請
受
付

募
集
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松茂スポーツクラブ 
マスコット 
ガッピーくん 

●日　　時　１２月４日（土）
　　　　　　９：００～受付（松茂町第二体育館）
　　　　　　９：３０～ 開始
●場　　所　松茂中央公園内及び松茂町第二体育館
●参加資格　松茂町民、松茂スポーツクラブ会員
●参 加 料　 無料
●内　　容　松茂中央公園内を歩いた後、第二体
　　　　　　育館で体力測定
　　　　　  （雨天の場合は、体力
　　　　　　測定を行います）
　　　　　　※参加賞あり
●主　　催　松茂スポーツクラブ
　共　　催　松茂町、松茂町教育委員会              
　後　　援　松茂町体育指導委員連絡協議会
●お問い合わせ
　　　松茂町総合体育館　699-5744
　　　教育委員会社会教育課　 699-8719

歩け歩け大会
松茂町内の皆様ぜひご参加ください！！

①昨年に引き続き「まつしげ人形劇フェスティバル」が
開催されますが、会場は歴史民俗資料館とどこで
しょうか？

②昨年参加した「歩け歩け大会」、今年も参加しようと
思っています。もし、雨が降ったときは何をするので
すか？

③町立図書館をよく利用していますが、年末年始閉館
で少し寂しいです。閉館期間中、ブックポストへ返却
できるのは図書と○○のみだけですね。間違わない
ように気をつけないと！

　松茂町社会福祉協議会では、松茂町と共に「福祉の町づくり」を目指し、各種福祉事業を行っております。日頃からご
支援ご協力をいただいております町民の皆様方や関係諸団体の方々に感謝し、今後とも福祉活動について幅広いご理
解とご協力をいただきたく、毎年松茂町と共催で本大会を開催しておりますので、多数のご来場をお待ちしております。

☆プロローグ　東部児童館利用児童によるダンスと劇
☆表彰状と感謝状の贈呈
☆作文発表　「ねむの木交流学習で学んだこと」　　   喜来小学校４年　高井　優衣さん
　　　　　　『心の「ユニバーサルデザイン」をもって』 長原小学校６年　佐藤　真弥さん
☆記念講演  １１：００～１２：３０ 　演題「笑いと健康」　落語家　林

はやしや

家　染
そめ

丸
まる

 氏

日　時  ：  １２月５日（日）受付 ９：００～   開始 ９：３０～
場　所  ：  松茂町総合会館 ３階　多目的ホール

マッピークイズ

はがきに、住所・氏名・電話番号・クイズの答えを記入の
うえ、応募してください。また、広報「まつしげ」に対する
ご意見、ご感想などもお書きください。必ず住所・氏名
を書いてください。（1人1通に限らせていただきます）

応募総数２０通、うち全問正解者数２０通	
１１月号のクイズの答え		
①入園を希望する幼稚園 ②申し込みは不要
③再発行してくれる
厳正な抽選の結果、次の方々に図書カードをお送りします。

豊成　康詔さん　  糸永　雅美さん　 阿部　政昭さん

西川　早苗さん　  田中　麻希 さん

 

問
　
題

 

応
募
方
法

〒７７１-０２９５ 松茂町広島字東裏３０番地
松茂町 企画財政課 広報係

締め切りは、12月１0日（金）当日消印有効。
当選者は、1月号の誌面で発表します。

 

応
募
先

 

当
選
者
発
表

全問正解者の中から抽選で５名に １，０００円分 の 図書カード が当たる！

広  報

　１１月１３・１４日、松茂町総合会館で第３１回松茂町文
化祭が開催されました。出展されたみなさんの力作の
数々が、訪れた人の目を楽しませていました。
　１日目は「小・中学校連合音楽会」、各校の素晴らしい
演奏がホールに響きました。全体合奏では、子どもたち
が舞台と客席に分かれて演奏するという初めての試み。
音あわせもせずに臨んだ本番演奏ということでしたが、

観客と一体となり感動の空間をみんなが共有しました。
　２日目の芸能大会では、各サークルが日頃の練習成果
を披露し２日間の幕を閉じました。

第37回松茂町社会福祉大会

 [お問い合わせ]  社会福祉協議会   699-5352

2010.12 ● まつしげ

広
報

ま
つ

し
げ

平
成

２
２

年
12月

1日
発

行
　

第
252号

　
発

行
⧸

松
茂

町
　

編
集

⧸
企

画
財

政
課

〒
771-0295  徳

島
県

板
野

郡
松

茂
町

広
島

字
東

裏
30 T

el.088-699-8711  Fax.088-699-6010

12 月号表紙解説

松茂町ホームページ  http://www.town.matsushige.tokushima.jp/  　　※この広報誌は、再生紙を使用しています。

【第３１回 松茂町文化祭】
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